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1．はじめに 

THz 波は周波数が 1012Hz 付近の電磁波であ

り、次世代無線通信やイメージングでの応用が

期待されている[1]。この帯域の利用にはビー

ムフォーミングデバイスなどの制御デバイス

の開発が重要になってきており、我々は液晶を

用いた THz 波制御デバイスの開発を進めてい

る[2]。液晶は THz 帯においても複屈折を示す

性質から、チューナブルアンテナや液晶メタサ

ーフェス反射板などへの応用が期待されてい

る。しかし THz 帯においては多くの液晶が吸

収に異方性を示すことが知られており、THz帯

での利用に向けた材料開発が重要である。我々

はこれまでに様々な液晶の THz 帯での物性評

価を行い、水素結合性液晶が吸収の異方性を示

さないことを明らかにした[3]。この特性はTHz

帯のデバイス開発に有利な結果であるが、その

メカニズムは完全には明らかになっていない。

本研究では、フルオロ安息香酸に着目し、水素

結合性液晶へ混合した際の THz 帯での複屈折

を評価した。 

2．材料および測定方法 

Fig.1 に使用したフッ素系安息香酸を示す。

PC29 を母材として、フッ素系安息香酸[(a)－

(c)]を 15wt%混合した。ここでは、混合した液

晶を 2F、3F、4Fと呼ぶ事にする。Fig.2に THz

時間領域分光システムの概略と測定に使用し

た液晶セルの構造を示す。Fig.2(b)には、THz帯

での液晶材料の物性評価に使用した水平ラビ

ング配向膜のホモジニアス配向セルの断面構

造である。このセルは、THz帯での透過率の高

い水晶基板を用いており、セル厚を 800 µmと

している。THz波の偏光方向に対して液晶の配

向方向が垂直な場合と平行な場合の測定を行

い、複屈折を求めた。 

3.結果と考察 

Fig.3に THz時間領域分光システムにより

測定した混合液晶の複屈折を示す。各混合液

晶は 2F、3Fは 70℃、4Fは 80℃でネマチック

相を示す。2－4になるにつれて複屈折は大き

くなる傾向を示した。これらは液晶分子のフ

ッ素基の位置よるものと考えられることか

ら、極性基の位置で複屈折が制御可能である

ことを示している。 
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Fig.1 Structural formula of various benzoic acids 
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Fig.2 Schematic illustrations of (a) THz time 

domain spectroscopy system and (b) homogeneous 

alignment sandwich cell for THz measurements. 

 
Fig.3 Comparison of refractive index anisotropy 

for various liquid crystals at 1.5 THz 
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